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面的に問題を

上で、構想案

えば、地方創

想力・問題解

の背景 

電、センサー

能とする革命

、地域や社会

識にとらわれ

ーションに関

っている。 

の仕組み 

な領域から多

材教育として

は、異分野の

する中で、分

象に、対面及

提供する必要

断して構想力

全ての学生に

構成し、情報

仮説推論を行

ラムが必要で

く。問題発見

前提となる。

降の教育段階

を整理し、実

案の精度につ

創生で特色あ

解決力を目指

ーなどあらゆ

命が到来して

会の課題を解

れることなく

関与できる構

多様な情報や

て展開してい
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分野を横断し

及びネット上
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力・問題解決
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実現に向けた
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した分野横断
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解決する手段

く、さまざま

構想力・問題

や考えを組み
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して問題発見
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というエビデ

を分析・検証
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業の発掘紹介
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ネットワーク

に IoT は、生

段として必要

まな領域から

題解決力の育

み合わせ、構
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構想案の精

について、ク

産学・地域社

地域社会

問題、将来に

テーマに関

社会や企業現

構想案の実

の有識者から

グやコンテス

構想力・問題

情報系の教育

会・経済・経

通信系教育、

などのコンテ

テムを実現す

ラミング）な

別紙で「情報

ェア開発のモ

構想力・問題

情報通信系教

報通信とい

総合的に解決

スの実現、提

、いじめの予

みを如何に進

精度を評価す

クラウド・フ

社会による授

・企業からネ

に備えておく

関連する分野

現場の有識者

実現可能性に

ら助言を受け

ストを通じて

題解決力を目

育モデル策定

経営・環境な
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題解決力を目
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進めていくか
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授業連携の仕
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野について、
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について見通
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て、問題解決
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仕組み 

、現在抱えて

などの背景を

現実感覚に

情報をネット

通しを得るた

上で、地域社

決案採択の可

野横断型 PBL

ては、３つの
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しかも同時に
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T キャンバス

いであろう。

うしたサービ
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難しいが、本

本格的なベン

）情報通信系

ローンキャデ

少しコンパク

態を見守るサ
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考えることも
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る重要なこと
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育の中で強化

てしまうと

しい技術が登
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プロジェクト
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）ソフトウェ

体的には，画
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共に利用者の

ンサーの情報

のシステムを

のである。し
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的なベンチャ

コンテンツ

テンツ・サー

的な問題を融

誰か」そのペ

ターとする多
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自動走

・対話型 AI 

・カメラによ

・モーター制御

・自動停止 

てきた機械を

心を提供する

断型の PBL
と教育方法の

型車椅子 
る自動走行型

に日々の生活

フトウェアを

と，自分で店

など，若い頃

に安全に移動

ェア開発系に

画像処理によ

用して危険な

話で実現し，

走自転車など

の生体情報を

報をクラウド

を事業として

しかし、大学

科会で提案す

ャーを立ち上

・サービス系

ービスという

融合的且つ創

ペルソナを明

多面的なソリ

走行型車椅子 

る前後左右の監視

御 

をインテリジ

るシステムの

授業モデル

の例を示す。

型車椅子は、

活を充実して

を中心とした

店頭に赴いて

頃には当然の

動できる手段

によるソリュ

よる外界情報

場所・状況

走行中に歩

ど）に対して

を収集し，健

ド上に伝達し

て実現してい

学教育の中だ

する課外授業

上げることも

系教育のモデ

う専門的な分

創造的に解決

明確にした価

リューション

視 

ジェント化し

の実現、提供

ルを構築する

 

少子高齢化

ていただくた

た技術によっ

て商品を購入

のようにでき

段を提供し，

ューション

報，生体情報

を避けなが

歩行者にぶつ

てアラームを

健康状態のチ

し，クラウド

いくには、分

だけではこう

業であれば実

も不可能では

デル 
分野に、様々

決する視点が

価値創造をめ

ンに基づいて

・高齢者

・高齢者

・カメラ

・路面の

・障害時

し，安全・安

供の手段を設

ことができる

化、労働人口

ために，移動

って提供する

入したり，外

きていた行動

生活を補助

報，位置情報

ら目的地への

つからないよ

を鳴らす機能

チェックも実

ド上の AI で判

分野横断型で

うしたシナリ

実現可能であ

はない。 

々な分野の学

が重要である

めざし“空間

てデザインす

どこに行

◯◯を買い

それで

！

者と対話し，対話に

者の状況をコールセ

ラ映像を画像解析

の段差，斜面によ

時に安全に停止す

安心を提供す

設計開発する

る。以下、具

口の縮小とい

動時の安全・

る考え方の一

外出時に季節

動ができなく

助することを

報などを各種

の移動を行う

よう自動停止

能を有する．

実現する．実

判断するもの

でアプローチ

オを学生に

あろう。提案

学生が参加で

る。特に「対

間、時間、心

することで分

行きますか？

いたいな 

は△△に行き

ます 

！後ろから自転車

に合わせて動作す

センターに通知す

し，アラーム・危

る異常を 

る（フェイルセー

する視点が重

ることを明確

具体的な教育

いった社会的

安心を確保

一例である。

節の移ろいを

なる．この

を目指してい

種センサーか

う．目的地の

止機能や，接

また，気温

実際の判断は

のとなる． 
チすることは

に教え込むこ

案内容によっ

できる仕組み

対象とするユ

心理、行動”

分野横断型の

車接近中！！ 

する AI 機能を開発

する AI 機能を開発

危険回避・停止させ

ーフ）機能を開発 

重要で

確にす

育の事

問題

保する
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授業モデルを構築することができる。ここでは、２つの教育の例を示す。 
（１） モバイルコンテンツ制作「外国人向けサイト」 

日本政府観光局によると、2015年の訪日外国人は1974万人と前年比147.1％で過去最高。

2020 年 TOKYO オリンピックに向かって来日する外国人が急増している。 
人気のある観光地では案内板などが充実しているが、案内板の不足している観光ポイン

トや複雑な乗り換えを分かり易く解説するサイト等コンテンツ・サービスの完備が急務で

ある。日本人のみを志向してきた視点から、一挙に国際的視点にシフトする点も分野横断

的な学修要素となる。①空間的要素⇒地域情報に対しても深く調査する必要があり観光案

内だけでなく②時間的要素⇒地域の歴史と文化、現在の交通環境、③心理的要素⇒ユーザ

ーの満足度、④行動的要素⇒目的との合致等、様々な条件を考慮する。また PBL＆産学官

連携の機能を活かす。 
（２） モバイルコンテンツ制作「運動不足解消サイト」 

 公益財団法人「長寿科学振興財団」によると、1960 年代からの経済の高度成長期以降、

交通機関の発達や産業構造の変化に伴って、日常生活における身体活動量が著明に減少。 
厚生労働省は、生活習慣病の予防には身体活動量の増加が深く関係すると指摘している。

WEB サイトやモバイル上で画像や音声による運動不足解消のコンテンツが望まれている。 
携帯端末特有の機能を利用して企画制作する。伝統的なヨガや太極拳等によるトレーニン

グを CG や手描きのアニメを見ながら体験できるようなコンテンツを目標とする。また、

① 空間的要素⇒地域や ②時間的要素⇒生活時間（ライフスタイル）に適したレッスンと

③心理的要素⇒ 利用者の趣向を優先させ ④行動的要素⇒運動量についてのガイダンス

やチェックも要件となる。また、音楽を楽しみながらのエクササイズができるようなエン

ターテイメント的な付加価値も考慮する必要がある。

 
 


